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資料6　阪神・淡路大震災 
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災
害
に
備
え
る

防
災
と
は
、
災
害
が
発
生
し
や
す
い
自
然

状
況
下
に
あ
っ
て
、
人
口
の
集
中
や
高
度
化

し
た
土
地
利
用
、
増
加
す
る
危
険
物
な
ど
の

社
会
条
件
を
あ
わ
せ
持
つ
都
留
市
の
地
域
並

び
に
市
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
災
害

か
ら
保
護
す
る
行
政
上
も
っ
と
も
重
要
な
施

策
で
す
。
ま
た
、
防
災
に
は
、
時
間
の
経
過

と
と
も
に
災
害
予
防
、
災
害
応
急
対
策
、
災

害
復
旧
・
復
興
の
3
段
階
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
段
階
に
お
い
て
国
、
地
方
公
共
団
体
、

公
共
機
関
、
事
業
者
、
市
民
な
ど
が
一
体
と

な
っ
て
最
善
の
対
策
を
と
る
こ
と
が
被
害
の

軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

「
減
災
」
の
ポ
イ
ン
ト
は
自
助
と
共
助

近
い
将
来
に
起
こ
る
と
さ
れ
る
大
地
震
な

ど
の
災
害
か
ら
自
分
や
家
族
の
命
を
守
る
た

め
に
は
様
々
な
災
害
発
生
に
備
え
た
対
策
を

平
常
時
か
ら
準
備
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
大
規
模
な
災
害
が
発
生
す
る
と
、
交
通

の
阻
害
や
同
時
に
多
発
す
る
火
災
な
ど
へ
の

対
応
か
ら
、
公
的
な
防
災
関
係
機
関
の
活
動

能
力
は
著
し
く
低
下
し
ま
す
。
災
害
の
拡
大

を
防
ぐ
た
め
に
は
、
個
人
や
家
族
の
力
た
け

で
は
限
界
が
あ
り
、
危
険
や
困
難
を
伴
う
場

合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
災
害
発
生
直

後
人
命
救
助
や
初
期
消
火
活
動
は
、
近
隣
住

民
の
協
力
が
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。
実
際
に
、
平
成
7
年
に
起
き
た

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被
害
現
場
で
は
、
消

防
署
に
は
通
報
が
殺
到
し
、
要
員
や
資
機
材

が
追
い
付
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
倒
壊

し
た
建
物
に
よ
っ
て
道
路
が
寸
断
さ
れ
、
現

場
へ
急
行
で
き
な
い
よ
う
な
状
況
や
、
火
災

現
場
で
は
断
水
し
た
た
め
水
が
確
保
で
き
な

い
状
況
で
し
た
。
実
際
に
救
出
さ
れ
た
状
況

で
は
（
資
料
5
）
、
「
自
助
」
や
「
共
助
」
、
つ
ま

り
、
自
力
や
家
族
、
近
隣
の
住
民
に
救
出
さ

れ
た
割
合
が
約
9
5
％
で
あ
り
、
「
公
助
」
こ
こ

で
い
う
行
政
機
関
の
救
助
隊
に
助
け
出
さ
れ

た
割
合
は
わ
ず
か
1
・
7
％
で
あ
り
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
よ
う
な
大

災
害
の
現
場
で
は
、
実
際
に
大
き
な
力
を
発

揮
す
る
の
は
、
近
隣
住
民
で
あ
り
、
大
災
害

で
の
初
期
対
応
は
近
隣
住
民
に
し
か
で
き
な

い
と
言
え
ま
す
。

「
自
助
」
は
安
心
を
備
え
る
こ
と
か
ら

で
は
、
次
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け

る
死
亡
原
因
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。
こ

の
大
災
害
の
死
亡
原
因
の
8
3
・
3
％
は
、
建
物

の
倒
壊
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
ケ
ガ

を
し
た
原
因
の
半
数
近
く
は
家
具
の
転
倒
に

ょ
る
も
の
で
す
（
資
料
6
）
。
建
物
が
無
事
で

も
、
家
具
が
転
倒
す
る
と
そ
の
下
敷
き
に
な
っ

て
ケ
ガ
を
し
た
り
、
室
内
が
散
乱
状
態
の
た

め
に
延
焼
火
災
か
ら
避
難
が
遅
れ
て
し
ま
う

な
ど
、
居
住
者
被
害
も
大
き
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
「
自
助
」
と
し
て
で
き
る

こ
と
、
優
先
さ
れ
る
行
動
は
、
「
家
屋
の
耐
震

性
の
確
保
」
と
「
家
具
の
転
倒
防
止
」
に
つ
き
ま
す
。

住
宅
の
耐
震
性
の
チ
ェ
ッ
ク

昭
和
5
6
年
5
月
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造

住
宅
は
、
無
料
で
耐
震
診
断
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
木
造
以
外
の
建
物
に
つ
い
て
は
専
門
家

に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
耐
震
診
断
の
結
果
、

耐
震
性
に
問
題
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
耐
震
補

強
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

家
具
類
の
転
倒
、
落
下
防
止

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
い
て
、
全
半
壊

を
ま
ぬ
が
れ
た
住
宅
で
も
、
全
体
の
約
6
割

の
部
屋
で
家
具
が
転
倒
し
、
散
乱
し
た
と
い

う
報
告
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
た
だ
倒
れ
る

だ
け
で
な
く
、
食
器
棚
は
中
の
食
器
類
が
散

乱
し
、
冷
蔵
庫
や
ピ
ア
ノ
は
移
動
し
て
し
ま

い
、
テ
レ
ビ
や
電
子
レ
ン
ジ
が
飛
ぶ
と
い
っ

た
、
日
常
で
は
考
え
ら
れ
な
い
現
象
も
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
家
具
の
転
倒
に
よ
る
被
害

を
防
ぐ
た
め
、
家
具
、
電
化
製
品
は
は
動
か

な
い
よ
う
に
金
具
で
固
定
し
、
重
い
荷
物
は

下
段
に
収
納
す
る
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

調
べ
て
み
よ
う
！
住
ま
い
の
耐
震
性

対
　
象

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
住
宅
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

○
昭
和
5
6
年
3
月
3
1
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た

木
造
在
来
工
法
で
建
築
さ
れ
た
住
宅

○
個
人
住
宅
で
か
つ
、
2
階
建
以
下
の
住
宅

※
長
屋
及
び
共
同
住
宅
以
外
の
住
宅

○
所
有
者
が
市
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
自

ら
が
居
住
し
て
い
る
住
宅

募
集
戸
数
　
帖
戸
（
先
着
順
）

※
こ
の
診
断
に
よ
り
、
補
強
の
必
要
が
あ
る

と
診
断
さ
れ
た
住
宅
で
耐
震
改
修
す
る
方

は
、
補
助
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
詳
細
に

つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

間
合
先
　
基
盤
整
備
課
　
建
築
住
宅
担
当


